
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ
ん
が
、
２
３
０
人
。
う

ち
１
５
９
人
は
、
ク
ラ
ス

担
任
も
受
け
持
っ
て
い
ま

す
。(

正
規
保
育
士
は
２
４

６
人)

３
月
議
会
答
弁 

臨
時
の
保
育
士
は
一
番

高
い
方
で
も
１
２
８
０
円

の
時
給
の
み
。
ボ
ー
ナ
ス

も
退
職
金
も
あ
り
ま
せ

ん
。
一
年
フ
ル
に
働
い
て

２
３
０
万
円
。
常
勤
職
員

と
の
給
与
の
差
は
２
～
３

倍
に
も
な
り
ま
す
。 

 

 

日本共産党春日井市議会議員団から こんにちは –１– 

保
育
行
政
は
、
ど
れ
だ

け
沢
山
の
子
ど
も
を
受
け

入
れ
る
か
と
い
う
数
合
わ

せ
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

春
日
井
市
の
保
育
は
、
現

場
保
育
士
の
取
り
組
み
や

保
育
運
動
の
積
み
重
ね
に

よ
り
、
守
り
抜
い
て
き
た

内
容
、
充
実
を
図
れ
た
内

容
な
ど
、「
保
育
の
質
」
の

面
で
優
れ
た
部
分
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。 

保
育
環
境
の
改
善
や
、

保
育
士
さ
ん
の
雇
用
条
件

の
改
善
、
高
ま
る
保
育
需

要
に
ど
う
応
え
る
か
な
ど

の
課
題
も
あ
り
、
よ
り
良

い
保
育
を
目
指
す
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。 
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こ
こ
が
イ
イ 

   

公
立
保
育
園
を
堅
持 

私
立
保
育
園
に
も
支
援 

全
国
的
に
は
公
立
保
育

園
の
民
営
化
、
民
間
払
い

下
げ
に
よ
り
、
保
育
の
質

の
低
下
、
保
護
者
負
担
増
、

保
育
士
の
雇
用
環
境
悪
化

な
ど
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
春
日
井
市

は
、
公
立
保
育
園
を
堅
持
。

一
部
、
老
朽
化
し
た
保
育

日
本
共
産
党
春
日
井
市
議
会
議
員
団 

内田 けん議員    伊藤けんじ議員 

支
給
日
数
が
不
足 

繰
り
越
し
も
認
め
ず 

 

市
の
臨
時
職
員
へ
の
年

次
有
給
休
暇
の
付
与
が
、

労
働
基
準
法
を
下
回
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
早

急
の
対
応
を
求
め
ま
し

た
。
市
の
規
定
で
は
、
半

年
ご
と
に
６
日
を
支
給

し
、
繰
り
越
し
は
認
め
て

い
ま
せ
ん
。
支
給
日
数
は
、

雇
用
期
間
が
長
く
な
る
と

労
基
法
の
規
則
の
日
数
を

下
回
り
ま
す
。
繰
り
越
し

を
認
め
て
い
な
い
点
も
法

令
に
沿
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

出川町、前平ちびっこ広場の陥没 

園
の
建
て
替
え
も
実
施
。 

ま
た
民
間
の
保
育
園
で

も
公
立
保
育
園
と
同
等
の

保
育
内
容
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
必
要
な
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

保
育
士
の
加
配
に
取
り
組

ん
で
い
る 

春
日
井
市
は
、
フ
リ
ー

保
育
士
と
呼
ば
れ
る
加
配

の
保
育
士
を
配
置
。
担
任

保
育
士
が
８
人
以
上
で
１

人
、
15
人
以
上
で
２
人
加

配
。
安
全
へ
の
気
配
り
や
、

発
達
の
サ
ポ
ー
ト
、
ト
ラ

ブ
ル
へ
の
対
応
や
保
育
士

の
病
欠
、
ま
た
保
育
士
が

研
修
や
会
議
で
現
場
を
離

れ
る
際
の
フ
ォ
ロ
ー
に
当

た
り
、
子
ど
も
た
ち
に
し

っ
か
り
寄
り
添
え
る
体
制

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

年
度
初
め
の
待
機
児
童
は

ゼ
ロ(

国
基
準
で
は)

 

毎
年
、
年
度
途
中
の
待

機
児
童
は
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
年
度
初
め
で
の
待

機
児
童
は
ゼ
ロ
で
す
。 

ち
ょ
っ
と

心
配 

   

ト
イ
レ
や
ほ
ふ
く
ス
ペ
ー
ス

が
足
り
な
い 

 

今
年
度
は
、
定
員
の
範
囲

内
で
こ
れ
ま
で
よ
り
も
多

く
０
～
２
歳
児
を
受
け
入

れ
た
た
め
、
ト
イ
レ
や
ほ

ふ
く
室
が
不
足
。
あ
る
保

育
園
で
は
、
乳
児
47
人
に

ト
イ
レ
が
３
つ
。
市
は
お

ま
る
で
対
応
す
る
と
言
っ

て
い
ま
す
が
根
本
的
対
策

が
必
要
で
す
。 

加
配
保
育
士
が
減
る 

新
年
度
か
ら
、
乳
児
主

任
保
育
士
は
担
任
兼
務
と

な
る
な
ど
加
配
保
育
士
が

減
。
障
が
い
児
対
応
保
育

士
も
足
り
て
い
ま
せ
ん
。 

小
規
模
保
育
事
業
の
導
入 

無
資
格
の
ス
タ
ッ
フ
で

も
保
育
が
で
き
る
枠
組
み

の
事
業
所
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
れ
は
ダ
メ 

   

臨
時
保
育
士
さ
ん 

仕
事
も
責
任
も
同
じ
な
の

に
待
遇
は
時
給
の
み 

市
の
保
育
園
で
一
日

7.5
時
間
、
週
５
日
の
常
勤

と
し
て
働
く
臨
時
保
育
士

 

 

春
日
井
市
で
は
、
住
宅

の
耐
震
対
策
に
対
す
る
補

助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
低
廉
の
予
算
で
も
対

策
が
で
き
る
よ
う
に
段
階

的
改
修
や
シ
ェ
ル
タ
ー
設

置
に
対
す
る
補
助
も
実
現

し
て
い
ま
す
。 

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断 

１
９
８
１
年(

Ｓ
56)

以

前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅
の
耐
震
対
策
に
対
し
て

補
助
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

木
造
住
宅 

耐
震
改
修
費
補
助 

 

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診

断
で
判
定
値
が
1.0
未
満
と

診
断
さ
れ
た
住
宅
を
改
修

す
る
費
用
を
補
助
し
ま

す
。
上
限
90
万
円
。 

木
造
住
宅

段
階
的 

耐
震
改
修
費
補
助 

 

判
定
値
が
0.4
以
下
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
を
段
階
的

に
1.0
以
上
に
す
る
耐
震
改

修
工
事
へ
の
補
助
で
す
。

補
助
限
度
額
は
１
段
階
目

が
60
万
円
、
２
段
階
目
が

30
万
円
で
す
。 

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー 

整
備
費
補
助 

 

判
定
値
が
1.0
未
満
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
に
耐
震
シ

ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る
費

用
の
補
助
で
す
。
上
限
20

万
円
。 

 

そ
の
他
、
非
木
造
住
宅
・

建
築
物
耐
震
診
断
費
補

助
、
非
木
造
住
宅
耐
震
改

修
工
事
費
補
助
な
ど
の
補

助
を
実
施
。 

耐震シェルターは寝室などに頑丈な居住スペースを確

保する方法で、５０万円程度で設置できます 

議会での指摘を

報ずる記事 
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市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
低
周
波
音
に
つ
い
て

の
ペ
ー
ジ
を
追
加
。
エ
コ

機
器
の
補
助
申
請
受
付
時

に
も
、
啓
発
を
行
う
と
の

こ
と
で
す
。 

伊
藤
け
ん
じ
の 

そ
の
他
の
一
般
質
問 

保
育
園
の
改
善
を 

設
備
不
足
の
解
消
、
臨

時
保
育
士
の
待
遇
改
善
。 

臨
時
職
員
の
有
給 

付
与
状
況
が
適
法
で
な

い
こ
と
を
指
摘
。 

子
ど
も
医
療
費
の
拡
充 

18
歳
ま
で
の
拡
充
を
。 

水
道
施
設
更
新
の
見
直
し 

 
更
新
計
画
の
最
適
化
で
、

市
民
負
担
の
軽
減
を
。 

リ
ニ
ア
環
境
保
全
協
定 

シ
テ
ィ
バ
ス
の
拡
充
を 

固
定
資
産
税
の
評
価
法 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
蔓
延
予
防 

 

の
借
金
地
獄
。
若
者
の
半

分
が
不
安
定
な
非
正
規
雇

用
で
働
か
ざ
る
を
得
な

い
。
若
者
が
置
か
れ
て
い

る
状
況
は
深
刻
で
す
。 

県
内
で
も
実
施
自
治
体
が 

県
内
で
は
複
数
の
自
治

体
が
、
高
校
や
専
修
学
校

の
進
学
に
給
付
型
の
奨
学

金
の
制
度
を
実
施
。
岡
崎
、

豊
田
、
常
滑
は
、
大
学
進

学
に
も
、
給
付
型
、
も
し

く
は
無
利
子
の
奨
学
金
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

春
日
井
で
も
実
施
す
る
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。 

低
周
波
音
被

害
の
対
策
を 

健
康
被
害
も 

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

や
、
家
庭
用
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
発
電
装
置
な
ど
が
出
す

低
周
波
音
に
よ
る
健
康
被

害
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
症
状
は
「
何
と

な
く
寝
ら
れ
な
い
」「
圧
迫

感
を
感
じ
る
」
な
ど
の
漠

然
と
し
た
も
の
か
ら
、
頭

痛
、
肩
こ
り
、
動
悸
、
耳

鳴
り
、
し
び
れ
、
だ
る
さ
、

微
熱
、
食
欲
不
振
な
ど
の

不
定
愁
訴
も
。 

問
題
解
決
の
サ
ポ
ー
ト
を 

低
周
波
音
被
害
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
、
解
決
方
法
な
ど

を
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
周
知
し
、
問
題

が
生
じ
た
際
の
当
事
者
間

の
相
互
理
解
を
深
め
た

り
、
低
周
波
を
発
す
る
装

置
の
設
置
の
際
に
周
辺
へ

の
配
慮
を
促
す
よ
う
求
め

ま
し
た
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
補
助
申

請
受
け
付
け
時
に
啓
発 

家
庭
で
あ
れ
ば
生
活
援
護

課
が
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
学
資
ロ
ー
ン
の
融
資

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支

援
す
る
。
社
会
福
祉
協
議

会
の
生
活
福
祉
資
金
の
教

育
支
援
金
も
利
用
で
き
る

と
の
こ
と
。 

給
付
型
の
奨
学
金
制
度
も 

検
討
す
べ
き 

奨
学
金
が
そ
の
後
の
人

生
に
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学

生
の
２
人
に
１
人
が
、
何

ら
か
の
奨
学
金
の
融
資
を

受
け
、
そ
の
９
割
が
有
利

子
。
４
年
間
で
借
り
た
６

０
０
万
円
を

20

年
か
か

っ
て
返
済
す
る
と
、
返
済

総
額
は
８
０
０
万
円
超
。 

社
会
人
の
第
一
歩
が
、

自
己
破
産
と
背
中
合
わ
せ

に
加
え
、
三
菱
重
工
小
牧

南
工
場
が
戦
闘
機
の
組
み

立
て
と
整
備
拠
点
と
な
り

ま
す
。
さ
ら
な
る
騒
音
問

題
が
起
き
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
し
っ
か
り
と

し
た
監
視
が
必
要
で
す
。 

生
活
保
護
担

当
職
員
の
増

員
に
つ
い
て 

担
当
職
員
の
配
置
基
準 

生
活
保
護
担
当
の
職
員

は
、
社
会
福
祉
法
に
、
被

保
護
世
帯
数
８
０
に
職
員

一
人
と
の
配
置
基
準
が
あ

り
ま
す
。
宮
地
議
員
は
２

０
０
３
年
９
月
議
会
で
も

職
員
の
増
員
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。 

春
日
井
市
は
８
人
不
足 

８
０
世
帯
と
い
う
基
準

が
妥
当
か
ど
う
か
は
さ
て

お
き
、
担
当
が
多
く
て
過

重
に
な
れ
ば
、
被
保
護
世

帯
へ
の
対
応
に
も
問
題
が

出
ま
す
。 

現
状
、
職
員
数
は
基
準

に
対
し
て
ど
う
な
の
か
と

い
う
問
い
に
対
し
て
、
８

人
が
不
足
し
て
い
る
が
、

１
６
年
度
は
５
人
の
増
員

を
予
定
し
て
い
る
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。 

県
内
で
も
突
出
し
た
大
幅

な
不
足 

県
内
他
市
は
、
豊
橋
市
、

岡
崎
市
で
２
人
の
不
足
、

豊
田
市
で
１
人
の
不
足
、

一
宮
市
は
過
不
足
な
し
。

一
般
の
職
員
の
増
員
も
当

然
で
す
が
、
法
律
に
基
準

が
あ
る
配
置
で
大
幅
な
不

足
が
あ
る
事
態
は
早
急
に

解
決
す
る
べ
き
で
す
。 

 

て
お
り
、
そ
の
戦
闘
機
が

来
年
に
は
小
牧
飛
行
場
で

飛
行
す
る
の
で
す
か
ら
大

変
な
問
題
で
す
。 

質
問 

現
在
、
三
菱
重
工

の
小
牧
南
工
場
で
組
み
立

て
が
始
ま
っ
て
い
る
と
の

報
道
だ
が
、
春
日
井
市
へ

説
明
が
あ
り
ま
し
た
か
。 

答
弁 

説
明
は
受
け
て
い

ま
せ
ん
。 

質
問 

米
政
府
は
三
菱
小

牧
南
工
場
を
整
備
拠
点
に

す
る
と
報
道
が
あ
る
が
、

春
日
井
市
へ
説
明
は
。 

答
弁 

防
衛
省
の
発
表
資

料
が
愛
知
県
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
送
信
さ
れ
た
以
外
説
明

を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。 

質
問 
Ｆ
３
５
は
Ｆ
１
６

戦
闘
機
の
倍
の
騒
音
を
ま

き
ち
ら
す
と
の
こ
と
。
騒

音
被
害
が
大
き
く
な
る
前

Ｆ
３
５
ス
テ

ル
ス
戦
闘
機

は
た
い
へ
ん

な
爆
音 

自
衛
隊
が
４
２
機
購
入 

自
衛
隊
は
ア
メ
リ
カ
か

ら
Ｆ
３
５
戦
闘
機
を
（
ロ

ッ
キ
ー
ド
・
マ
ー
テ
ィ
ン

社
製
）
４
２
機
買
う
計
画

で
す
。
完
成
品
を
４
機
、

残
り
３
８
機
は
三
菱
重
工

の
小
牧
南
工
場
で
組
立

て
、
１
７
年
度
に
納
入
が

始
ま
る
予
定
で
す
。 

米
軍
機
の
整
備
拠
点
に
も 

高
校
や
大
学

の
進
学
資
金

の
支
援
を 

奨
学
金
が
間
に
合
わ
な
い 

生
活
保
護
世
帯
の
方
か

ら
の
お
話
で
す
。
私
立
大

学
に
合
格
、
奨
学
金
の
貸

付
も
決
ま
っ
た
。
し
か
し

大
学
へ
の
入
学
金
や
授
業

料
の
納
付
期
限
は
２
月

中
、
奨
学
金
の
給
付
は
６

月
。
金
融
機
関
の
融
資
や
、

社
協
の
生
活
福
祉
資
金
貸

付
制
度
な
ど
は
利
用
で
き

ず
、
大
変
苦
労
し
た
。 

高
校
で
も
同
じ
問
題
が 

同
様
の
話
は
、
別
の
方
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さ
ら
に
三
菱
重
工
小
牧

南
工
場
が
Ｆ
３
５
の
整
備

拠
点
に
な
る
計
画
が
あ
り

ま
す
。
米
軍
機
、
韓
国
軍

機
な
ど
外
国
軍
機
が
小
牧

飛
行
場
を
飛
び
交
う
軍
事

基
地
化
の
恐
れ
を
中
日
新

聞
が
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

尋
常
で
な
い
騒
音 

３
年
前
に
防
衛
省
が
青

森
県
三
沢
市
議
会
で
Ｆ
３

５
戦
闘
機
に
関
連
す
る
説

明
を
し
た
と
い
う
記
事
で

は
、
Ｆ
３
５
の
爆
音
の
大

き
さ
を
示
す
資
料
と
し
て

グ
ラ
フ
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｆ
３
５
の
爆
音
は

尋
常
で
は
な
い
と
言
わ
れ

に
情
報
収
集
、
愛
知
県
へ

対
策
の
要
望
な
ど
の
活
動

を
す
る
よ
う
に
。 

答
弁 

Ｆ
３
５
に
関
す
る

情
報
収
集
に
努
め
る
と
と

も
に
、
愛
知
県
を
は
じ
め

関
係
機
関
に
対
し
騒
音
対

策
の
充
実
に
つ
い
て
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
、
航
空
自
衛
隊
小

牧
基
地
の
基
地
機
能
強
化

か
ら
も
。
通
信
制
の
高
校

の
初
年
度
の
授
業
料
の
納

付
期
限
は
４
月
。
貸
付
制

度
は
す
べ
て
断
ら
れ
、
高

校
に
頼
み
込
ん
で
納
付
を

待
っ
て
も
ら
っ
た
。 

資
金
の
支
援
を
求
め
る 

必
要
な
融
資
を
必
要
な

と
き
に
受
け
ら
れ
る
貸
付

金
制
度
の
実
施
を
求
め
ま

し
た
。 

答
弁
で
は
、
生
活
保
護

宮
地
ゆ
た
か
議
員
の 

一
般
質
問 

伊
藤
け
ん
じ
議
員
の 

一
般
質
問 

２
０
１
６
年
度
の
予
算
総
額
は
前
年
度
比
約
１
２

９
．
３
億
円
増
加
の
、
２
０
３
１
．
４
億
円
と
過
去

最
大
規
模
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
般
会
計 

一
般
会
計
は
１
０
０
１

億
と
過
去
最
大
。
予
算
増

加
の
要
因
は
、
ゴ
ミ
の
最

終
処
分
場
、
細
木
公
園
雨

水
調
整
池
、
市
営
下
原
住

宅
の
整
備
な
ど
の
大
型
事

業
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の

予
算
な
ど
で
す
。 

朝
宮
公
園
が
県
か
ら
市

に
移
管
さ
れ
、
こ
こ
に
多

目
的
運
動
広
場
を
整
備
す

る
検
討
を
始
め
ま
す
。 

企
業
会
計 

今
年
か
ら
公
共
下
水
道

事
業
が
企
業
会
計
に
。
市

の
繰
入
金
等
に
は
変
更
は

な
く
、
使
用
料
な
ど
に
は

影
響
し
ま
せ
ん
。 

後期高齢者医療保険料 

また値上げ(平均3,893円/年) 

75 歳以上の医療制度。 

○保険料一人当たり/年 

92,225 円→96,118 円 

○所得割額 9.00%→9.54% 

○均等割45,761円→46,984円 

一度限りの臨時福祉給付金 

政府はひとり３万円の高齢

者福祉給付金（年金生活者等

支援臨時福祉給付金）を支給。 

今必要なのは、年金額の引

き上げ、消費税の増税中止、

社会保障の充実などの国民生

活応援ではないでしょうか。 

マイナンバー制度は反対です！ 

マイナンバーのためのシス

テム改修(財源は国庫補助金)

が行われます。国民を不当に

監視する仕組みで、一つの番

号を２人に適用するという、

お粗末な問題も発覚。即刻、

停止廃止すべきです 

企業業績は横ばいでしたが、法人税本体が 1.6%、法人市民税が 2.6%

減税され２億 7000 万円もの減収。来年度は、消費税増税と、さらな

る法人税の引き下げをセットで予定。法人税の実効税率は 30％を下回

ることとなります。逆立ち政治の影響が、地方にも波及しています。 

F35 戦闘機。米軍 HP より。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路
線
開
設
を
要
望
し
て
い

る
、
と
の
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。 

県
営
名
古
屋
空
港
の
就

航
路
線
拡
充
の
た
め
、
関

係
機
関
に
働
き
か
け
そ
の

実
現
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
質
問
し
ま
し
た
。

市
当
局
は
、「
就
航
路
線
の

拡
充
に
取
り
組
む
」
と
の

答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。 

内
田
け
ん
の 

そ
の
他
の
一
般
質
問 

非
核
平
和
行
政
の
推
進 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置

や
小
中
学
生
の
被
爆
地
訪

問
を
提
案 

学
校
司
書
の
配
置 

小
中
学
校
に
学
校
図
書

館
担
当
司
書
（
学
校
司
書
）

の
配
置
を
求
め
る
。 

で
特
別
扱
い
さ
れ
た
く
な

い
」
と
い
う
思
い
で
、
自

分
で
通
所
し
て
い
ま
す
。 

助
成
は
考
え
て
い
な
い 

 

「
施
設
の
送
迎
は
無
料

で
利
用
で
き
る
の
で
交
通

費
の
助
成
は
考
え
て
い
な

い
」
と
の
答
弁
で
し
た
が
、

送
迎
を
利
用
す
る
の
か
公

共
交
通
機
関
で
通
所
す
る

の
か
を
、
選
択
で
き
て
も

よ
い
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
作
業
所
で
の
工
賃

を
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う

支
援
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。 飛

行
場
周
辺

の
騒
音
対
策

に
つ
い
て 

県
営
名
古
屋
空
港
周
辺

の
航
空
機
騒
音
は
中
部
国

高
森
台
に
さ

ら
に
２
ヵ
所
の

倉
庫
群
建
設

の
う
ご
き
浮
上 

高
森
台
４
丁
目
の
マ
ス

プ
ロ
電
工
跡
地
で
は
、
オ

リ
ッ
ク
ス
が
物
流
倉
庫
の

建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。 

大
和
ハ
ウ
ス
、
三
井
物
産
の

物
流
倉
庫 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
地
区

に
別
の
物
流
倉
庫
建
設
の

計
画
も
出
て
い
ま
す
。
ひ

と
つ
は
、
高
森
山
の
北
に

あ
る
マ
ス
プ
ロ
電
工
の
社

障
が
い
者
施

設
通
所
交
通

費
助
成
を 

 

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

の
施
設
通
所
の
交
通
費
助

成
を
求
め
ま
し
た
。 

月
１
万
円
ち
ょ
っ
と
の
工
賃 

障
が
い
の
あ
る
方
が
作

業
所
で
作
業
を
し
て
受
け

取
る
工
賃
（
賃
金
）
は
全

国
平
均
で
１
ヶ
月
約
１
万

２
０
０
０
円
。
作
業
の
内

容
は
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ

な
ど
の
お
菓
子
作
り
や
空

き
缶
回
収
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
つ
い
て
い
る
お
ま
け

の
袋
詰
め
な
ど
多
岐
に
わ

品
の
跡
地
に
は
、
三
井
物

産
が
や
は
り
倉
庫
建
設
を

計
画
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ

ば
、
高
森
台
の
誘
致
施
設

地
区
に
は
総
延
べ
床
面
積

が
１
４
万
平
方
メ
ー
ト
ル

に
も
な
る
巨
大
な
倉
庫
群

が
現
れ
、
周
辺
の
道
路
に

は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
頻
繁

に
通
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
逆
行
す
る 

こ
の
地
区
の
元
々
の
利

用
計
画
は
、「
研
究
所
あ
る

い
は
大
学
な
ど
環
境
を
損

な
わ
な
い
」
施
設
の
誘
致

で
し
た
。「
巨
大
物
流
倉
庫

群
は
、
高
森
台
誘
致
施
設

地
区
の
土
地
利
用
の
考
え

方
か
ら
み
て
ほ
ん
と
う
に

ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
の

た
り
ま
す
。 

ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
る
作
業 

 

私
が
以
前
、
支
援
員
と

し
て
働
い
て
い
た
作
業
所

で
は
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、
不
自
由
な
体
で
、
材

料
の
小
麦
粉
を
ふ
る
い
に

か
け
る
だ
け
で
も
ヘ
ト
ヘ

ト
。
大
変
な
重
労
働
で
す

が
、
１
日
の
通
所
で
１
０

０
円
の
工
賃
。
毎
日
通
所

し
て
も
、
１
ヶ
月
２
千
円

前
後
。 

工
賃
の
二
倍
の
交
通
費 

工
賃
の
２
倍
の
交
通
費

を
払
っ
て
通
所
す
る
方
が

み
え
ま
し
た
。「
自
立
し
た

い
」「
障
が
い
が
あ
る
こ
と
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屋
の
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
大
和
ハ
ウ
ス
が
物
流
倉

庫
建
設
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
地
元
町
内
会

に
計
画
の
概
要
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高

森
台
５
丁
目
も
伊
藤
忠
食

際
空
港
の
開
港
以
後
、
以

前
よ
り
小
さ
く
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
、
周
辺

の
住
民
の
皆
さ
ん
は
騒
音

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。 

４
点
に
つ
い
て
、
飛
行

場
の
設
置
管
理
者
で
あ
る

愛
知
県
に
要
望
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。 

●
飛
行
場
周
辺
の
、
民
家

防
音
事
業
の
対
象
範
囲
を

見
直
す
こ
と
。 

●
民
家
防
音
の
助
成
対
象

か
」
と
の
質
問
に
、
市
長

は
「
い
ろ
い
ろ
な
法
律

等
々
に
基
づ
い
た
中
で
判

断
し
て
い
る
」
と
答
え
ま

し
た
。
こ
れ
で
は
、「
緑
と

環
境
」
と
い
う
高
蔵
寺
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
逆
行
す
る
も
の

で
す
。 

県
営
名
古
屋

空
港
の
就
航

路
線
拡
充
を

求
め
る 

県
営
名
古
屋
空
港
で
は

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ

ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
が
９
路

線
に
就
航
し
て
い
ま
す
。 

最
近
、
札
幌
市
な
ど
が

同
市
郊
外
に
あ
る
丘
珠
空

港
と
県
営
名
古
屋
空
港
の

原
田
ゆ
う
じ
議
員
の 

一
般
質
問 

内
田
け
ん
議
員
の 

一
般
質
問 

2015 年の農業委員会等に関する法律の改定で、公選によって

行われていた農業委員の選出が、市長による任命となり、定数も

大幅に減らされることになります。 

これまでは地元に精通した方が選挙で農業委員に選ばれ、農業

委員会は農業環境を守る役割を果たしてきました。今度の改定

で、これまでの役割が維持できるのかという不安がぬぐえませ

ん。推薦や公募の仕組みもありますが、最終的には市長の裁量と

なります。農業委員会は独立性が確立されるべきものです。 

小中学校の普通教室への

冷房設置は今年度で終了す

る予定です。中学校はすでに

設置済み。今年度は小学校 

28 校に設置します。工事は２期に分けて実施し、来年２月まで

に完了します 

福祉応援券は 

本当に応援になるの？ 

心身障がい者扶助料、特定

疾患り患者等健康管理手当を

廃止し、障がい者移動支援事

業を統合し、応援券として制

度再編。結果的にほとんどの

方が給付を減らされます。 

は
１
９
８
２
年
３
月
ま
で

に
建
て
ら
れ
た
建
物
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

以
後
建
て
ら
れ
た
建
物
も

対
象
と
す
る
こ
と
。 

●
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
行

ル
ー
ト
を
騒
音
が
少
な
く

な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

●
飛
行
場
周
辺
を
飛
ぶ
と

き
の
高
度
の
引
き
上
げ
。 

学
校
設
備
の

改
修
を 

市
内
の
小
中
学
校
の
校

舎
の
ほ
と
ん
ど
が
築

30

年
を
超
え
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。 

学
校
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
修
繕
等
の
要
望
に
迅
速

に
対
応
す
る
こ
と
や
、
運

動
場
脇
な
ど
に
あ
る
ト
イ

レ
の
洋
式
化
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。 

高蔵寺リ・ニュータウン計画だけ

人口が増える目標 

10年で3000人の人口増

を目指すとのこと。社人研は、

春日井市の人口は 2000 人

減ると推計。人口減少を見据

え、立地適正化計画も策定予

定。ちぐはぐ感が否めません。 

国は 20億強、市は 34億、 

JR はわずか 1億の負担 

JR はバリアフリー化にかか

わる経費をわずかに負担するの

みで、大半は国と市が負担する

事業となりました。 

これ以外にも約 10億円の経費 

 物件移転費補償、駅前広場の仮設置、太陽光パネル設置、情報

発信設備、防災施設等の整備など、協定事業 55 億円のほかに、

約 10 億円の経費がかかっていることも明らかになりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋
め
戻
し
範
囲
を
限
定
し

た
埋
め
戻
し
が
可
能 

充
填
工
事
の
技
術(

ト

ビ
シ
マ
式
充
填
工
法)
は
、

空
洞
内
に
堰(

せ
き)
を
作

っ
て
、
限
定
さ
れ
た
場
所

だ
け
を
埋
め
戻
す
技
術

で
、
危
険
度
が
高
い
場
所

に
の
み
埋
め
戻
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

プ
ラ
ン
ト
で
充
填
剤
を
作

り
、
パ
イ
プ
で
圧
送 

現
場
に
設
置
し
た
プ
ラ

ン
ト
で
流
体
の
充
填
剤
を

作
り
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

空
洞
率
は
70
％ 

住
宅
地
の
地
下
に
空
洞
が 

御
嵩
町
に
は
最
盛
期
に

は
１
０
０
社
近
い
亜
炭
の

採
掘
会
社
が
、
無
秩
序
に

掘
削
し
て
い
ま
し
た
。
空

洞
の
分
布
も
広
範
に
及
ん

で
い
ま
す
。 

陥
没
事
故
は
年
間
５
～

６
回
程
度
は
起
き
る
と
の

こ
と
。
と
り
わ
け
今
回
の

事
業
地
域
は
空
洞
率
が

70
％
と
の
こ
と
で
、
差
し

迫
っ
て
の
対
応
が
必
要
で

し
た
。 

現
在
、
岐
阜
県
御
嵩
町
で
は
、
亜
炭
鉱
跡
の
空
洞
の
埋
戻
し
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
現
場
調
査
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
か
ら
の
３
か
年
で
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
亜
炭
鉱
跡
防
災
モ
デ
ル
事
業(

国
と
県
が
実
施)

と
し

て
、
事
業
総
額
44
億
４
千
万
円(
財
源
は
国
９
割
、
県
１
割)

で
、
空
洞
率
が
高
く
、
陥
没
の
危
険
性
が
高
い
箇
所

(

住
宅
地
な
ど)

を
限
定
的
に
埋
め
戻
す
も
の
で
す
。 

日本共産党春日井市議会議員団から こんにちは –４– 

大泉寺町にて陥没 

昨年 11 月、大泉寺町地内で

亜炭鉱が原因の陥没が発生。こ

の年の陥没は３カ所目です。 

亜炭鉱の陥没と判明 

 地表に生じた穴は直径 30 ㎝

ほどの穴でしたが、内部はスカ

スカの軟弱地盤になっていまし

圧
送
し
、
地
面
に
突
き
刺

し
た
パ
イ
プ
か
ら
注
入
し

ま
す
。
注
入
口
は
８
ｍ
間

隔
で
設
け
て
い
ま
す
。 

住
宅
の
下
も
埋
め
戻
し
が

可
能 一

般
住
宅
敷
地
内
で
充

填
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
充
填
し
す
ぎ
る
と

地
盤
が
持
ち
上
が
り
、
建

物
を
傷
め
て
し
ま
う
の

で
、
圧
力
計
で
進
捗
を
確

認
し
な
が
ら
作
業
を
し
ま

す
。
地
面
の
傾
斜
も
測
定

し
、
わ
ず
か
な
ゆ
が
み
も

生
じ
な
い
よ
う
モ
ニ
タ
ー

し
な
が
ら
の
作
業
で
す
。 

将
来
の
土
地
利
用
も
可
能 

充
填
剤
の
固
化
が
完
了

し
て
も
、
柔
軟
性
の
あ
る

土
や
粘
土
の
よ
う
な
状
態

で
す
。
将
来
の
土
地
利
用

の
支
障
に
は
な
り
ま
せ

ん
。 

充填剤を作るプラント全景 国
の
支
援
が
不
可
欠 

 

多
額
の
事
業
費
が
必
要

な
工
事
は
、
国
の
支
援
な

し
の
実
施
は
困
難
で
す
。

今
回
は
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
、
問
題
を
抱
え
る
他

の
地
域
で
も
実
施
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
で
す
。 

春
日
井
市
で
も
対
策
を 

 

か
つ
て
、
春
日
井
市
が

高
蔵
寺
町
で
２
カ
年
に
わ

た
り
充
填
工
事
を
実
施
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
空
洞
内
に
ひ
た
す
ら

充
填
剤
を
入
れ
る
だ
け
の

作
業
で
、
充
填
の
効
果
を

正
確
に
把
握
で
き
な
い
ま

ま
完
了
し
て
い
ま
す
。 

今
後
、
春
日
井
市
に
お

い
て
、
こ
の
よ
う
な
工
事

が
必
要
か
ど
う
か
の
見
極

充填剤の圧送ポンプ。 

奥に見えるのが充填剤のサイロ 

め
が
必
要
で
す
。 

春
日
井
市
で
も
空
洞
深

度
が
浅
く
、
住
宅
地
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
場
所

も
あ
り
ま
す
が
、
分
布
状

況
を
正
確
に
把
握
す
る
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
正
確
な
空
洞
の
分
布
調

査
が
必
要
で
す
。 

一
般
住
宅
敷
地
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る

埋
め
戻
し
工
事
。
地
表
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
慎
重
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

住宅地に取回されている充填

剤の圧送のパイプ 

頑丈な床板を敷設 

陥没箇所を周辺も含めて掘削し、山砂にて

埋め戻しをし、厚さ 35 ㎝の鉄筋コンクリー

トの床板を敷設。さらに上に土砂で埋め立て

整地をしました。事業費は 700 万円ほどで、

全額国が設置した基金によるものです。 

 

写真左、陥没により生

じた穴。 

写真右、埋め戻しのた

め、軟弱地盤を掘削し

た状態。 

た。経済産業局の調査の結果、

亜炭鉱によるものと判明。 

もともと竪抗があった  

地元の方によると、ここは竪

坑があった場所で、たびたび陥

没が生じていたとのこと。 

陥没箇所は一旦掘削し、土砂

で埋め戻しをしました。 

環
境
保
全
協

定
の
締
結
を 

昨
年
11
／
12
政
府
交

渉
に
伊
藤
議
員
が
参
加

し
、
国
土
交
通
省
に
対
し

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ

い
て
の
申
し
入
れ
と
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

環
境
へ
の
影
響
の
懸
念 

 

春
日
井
市
の
明
知
町
付

近
、
西
尾
保
守
基
地
か
ら

発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
ト
ン
ネ
ル
湧
水
に
よ

っ
て
、
河
川
の
排
水
能
力

へ
の
負
荷
が
か
か
る
こ
と

へ
の
懸
念
。
ま
た
、
ト
ン

ネ
ル
湧
水
が
出
る
と
い
う

こ
と
は
、
地
下
水
へ
の
影

響
が
生
ず
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
春

日
井
市
の
水
道
水
源
や
、

貴
重
な
古
代
種
シ
デ
コ
ブ

シ
が
群
生
す
る
築
水
池
北

湿
地
帯
の
水
源
、
亜
炭
鉱

へ
の
影
響
が
生
ず
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。 

補
償
は
ど
う
な
る
の
か 

 

影
響
が
出
た
場
合
の
対

策
・
補
償
等
に
つ
い
て
事

業
者
と
自
治
体
の
間
で
事

前
協
議
を
行
い
、「
環
境
保

全
協
定
」
を
結
ぶ
よ
う
に
、

国
か
ら
働
き
か
け
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。 

国
は
逃
げ
腰 

 

国
土
交
通
省
は
「
環
境

影
響
評
価
が
約
束
事
で
あ

る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま

り
、
保
全
協
定
の
必
要
性

を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。 

な
い
な
い
づ
く
し
の
評
価
書 

 

環
境
影
響
評
価
書
の
内

容
は
い
わ
ば
「
な
い
な
い

づ
く
し
」
で
、
影
響
も
問

題
も
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い

と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て

い
る
の
み
で
す
。
そ
れ
が

前
提
に
な
る
こ
と
で
、
国

も

JR

も
起
き
う
る
問
題

へ
の
対
策
を
考
え
る
思
考

が
停
止
し
て
い
ま
す
。 

事
前
協
議
と
協
定
締
結
を 

 

全
国
で
実
施
さ
れ
て
い

る
高
速
道
路
や
鉄
道
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
や
、
山
梨
県

で
の
リ
ニ
ア
実
験
線
の
整

備
に
当
た
っ
て
は
、
多
く

の
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
リ
ニ
ア
の
本
線
工
事

で
は
こ
れ
ら
が
生
じ
な
い

と
い
う
前
提
に
は
相
当
の

無
理
が
あ
り
ま
す
。
環
境

影
響
評
価
が
約
束
事
だ
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
な
お
の

こ
と
、
約
束
を
履
行
す
る

う
え
で
の
事
前
協
議
と

「
環
境
保
全
協
定
の
締

結
」
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

固化した充填剤のボーリングサン

プル。手で割れるほどの硬さ。 


